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決算デジタルプラットフォーム
による決算業務の高度化支援

スピーディで正確な決算データをもとに、価値ある情報提供と経営者の戦略意思決定支援
の役割が期待される財務経理部門にとって、多大な工数がかかるアナログな決算業務から
の脱却と決算プロセスの効率化は喫緊の課題です。
KPMGは、決算プロセスの自動化を実現する決算デジタルプラットフォームの導入を支援
し、次世代の財務経理部門に求められる戦略的機能強化に向けた取組みをサポートします。

決算デジタルプラットフォームの活用

決算デジタルプラットフォームとは、決算処理の自動化
やプロセス管理を通じて、経理プロセスのシステム統合
管理を実現するクラウド型デジタルソリューションです。
アナログで行っている業務に対するタスク・進捗管理、

仕訳連携機能などのプロセス管理機能や、勘定照合、差
異分析機能、補助簿管理機能などの処理管理機能により、
全体プロセスをリアルタイムに一元管理することで業務
を可視化し、効率化・業務標準化・統制強化を図ります。

財務経理の現状 財務経理の目指す姿

財務経理部門の目指す姿

一般的な課題

変革のコンセプト経営者レベル
▶ 経営サポート業務の対応力が不十分
▶ 対応リソース不足

管理者レベル
▶ 期限通りの財務報告が
できていない

▶ 全体が把握できない

実務者レベル
▶ 一部の社員に負荷集中
▶ 膨大な作業時間

効率
• Excel等を利用した多大なマニュアル業務を実施している
• 複数システムに跨がった多数のチェック業務が存在している
• 月末月初に業務量が偏っている

統制
• 担当者によって決算手順が異なり品質を担保できない
• 決算プロセスが可視化されておらず、進捗状況がわからない
• グループ各社ごとに決算プロセスが異なり統制が効かない

戦略
支援

数値説明

規制当局対応
会計基準・ポリシー

予算策定・予実管理
決算作成（単体・連結）

経理作業

新たな付加価値サービスの提供
マトリックス経営の進展と

管理会計の高度化

グループ経理機能
の統制強化

非効率
業務の
排除

▶ 新規ビジネス
案件の対応

▶ 予算管理の高度化

▶ 正確でタイムリーな
財務報告

▶ 子会社管理の徹底

▶ タイムリーな実績モニタリング
▶ 業務の平準化

付加価値化

統制強化

効率化

ERPシステムサポート範囲 決算デジタルプラットフォームサポート範囲
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債権管理

債務管理

固定資産

資金管理

総勘定元帳

財務管理

連結処理

勘定照合・差異分析管理
取引補助簿管理

業務処理・経理規程管理
作業スケジュール・進捗管理

決算業務プロセス管理（単体・連結・IR） データ連携＆EUC管理＆仕訳自動連携

Microsoft Excel

Microsoft Excelはマイクロソフトグループの企業の登録商標です。



ここに記載されている情報はあくまで一般的なものであり、特定の個人や組織が置か
れている状況に対応するものではありません。私たちは、的確な情報をタイムリーに
提供するよう努めておりますが、情報を受け取られた時点及びそれ以降においての正
確さは保証の限りではありません。何らかの行動を取られる場合は、ここにある情報
のみを根拠とせず、プロフェッショナルが特定の状況を綿密に調査した上で提案する
適切なアドバイスをもとにご判断ください。
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本リーフレットで紹介するサービスは、公認会計士法、
独立性規則及び利益相反等の観点から、提供できる企業
や提供できる業務の範囲等に一定の制限がかかる場合が
あります。詳しくは有限責任 あずさ監査法人までお問い
合わせください。

有限責任あずさ監査法人
アドバイザリー統轄事業部

info-aas@jp.kpmg.com
kpmg.com/jp

決算デジタルプラットフォーム活用による効果

従来月末締め後に行われている決算処理業務をリアルタイムに実行できるよ
うになり、業務負荷が平準化されます。併せて、Microsoft Excelによるマ
ニュアル処理の自動化により効率化が図られます。また、グループ会社展開
により、標準化による決算品質の向上、M&A子会社への適用による経理ガバ
ナンスの強化などの効果が見込めます。
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日次処理への
変革

 業務取引レベルでの消込と
未消込数値の把握

 月末勘定調整・照合処理から日々の
業務取引で完結

 月末に集中する負荷の平準化
 日次での消込状況のモニタリング

決算業務の
自動化の推進

 勘定科目の特性に応じた勘定照合・
残高明細作成の標準化（処理方法、
作成文書管理）

 調整差額伝票の自動起票
 取引補助簿のシステム管理と
自動起票

 関係会社取引の自動照合と差額起票

経理決算
プロセスの
グループ統一

各種ERPシステムと容易にデータ連携できる
ために、子会社の会計システムが異なっても
業務統一が容易

本社統制機能
の強化

グループ会社で入力された修正仕訳を直接参
照することが可能になり、本社からの統制強
化が図られ、不正防止の抑止力ともなりえる

組織再編や
M&Aへの
迅速な対応

グループの決算プロセスをテンプレートとし
て活用することにより財務報告の整合性が向
上され、早期に事業活動の現状を把握し、必
要なアクションを取ることが可能

効率的な
監査業務への
備え

監査の視点から必要な検証プロセスや分析機
能を定義しておくことにより、効率的な監査
業務への備えが可能

効率化 標準化・統制強化

プロジェクトアプローチ

プロジェクトのゴールを実現するために、財務経理プロセスとテクノロジー
に精通したKPMGのプロフェッショナルが効果的な導入を支援します。

評価・モニタリングシステム実装要件整理構想立案
現状分析
実行計画作成

決算デジタルプラット
フォームの概要設計

要件定義
パッケージ選定

各種規定・ルールの整備
新規オペレーションの設計
システム設計・導入

 プロジェクト結果の
モニタリングと継続的
改善

現状業務およびシステムの
課題の整理

改善の方向性検討
費用対効果の算定

決算効率化のための
統合環境の設計

決算デジタルプラット
フォームが提供すべき
要件整理

RFP作成および
パッケージ選定支援

各種規定のサンプル提示
決算業務テンプレート
（タスク一覧）提示

各種パラメータ設定
およびテスト支援

モニタリングとベンチ
マークの実施支援

継続的改善施策の検討

PMO支援による確実なプロジェクト推進

KPMGの
サポート
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